
 
 

 

「長浜市・湖北地域方面の医療と歴史・文化を学ぶ」と題し、9 月 1 日（火）～2 日（水）に夏期休暇期間を利用して、ＮＰＯ法人滋賀医療人育成協力機構及び滋賀県医師キャリアサポートセンターと協同で宿泊研

修を実施しました。今回は、本学学生 14 名（医学生 11 名、看護学生 3 名）と滋賀県立大学から 6 名の参加もあり総勢 20 名での研修となりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

看護師が気づいた小さ

な変化も、診断や治療に

つながる重要な情報に

なるのだと考えるよう

になり、今後は、ただ患

者さんの様子を見るの

ではなく、「この変化に

はどのような意味があ

るのか」を考えながら観

察し、必要な情報を他職

種に伝えられる看護師

になりたいです。 

人間看護学部 第 1学年 

 

 

 

「最後の砦」としての役割を果た

すために、患者さんの動線を工夫

したり、医療職の方々が情熱を持

ってチームワークを発揮しなが

ら診療にあたられている姿を実

際に見ることができ、大変感銘を

受けました。     医学科 第 2学年 

各病院が連携を

取り合い、役割分

担することで地

域を支えている

ことが分かりま

した。医学科 第 1 学年 

医療機関や行政、それぞ

れの立場から長浜の医療

を見つめることで、同じ

地域についても見えてい

る景色が違うことを実感

しました。医学科 第 4 学年 

 

長浜市の医療体制がどのようにな

っているのか、そこで働く医療従事

者の方々がどのような想いを持ち

患者さんと接しているのか、そし

て、高齢化が進む地域を今後どのよ

うに支えていくのかについて、実際

に現場を見たり、話を聞いたりしな

がら学びました。  看護学科 第 1学年 

地域包括支援センター、老健、訪問

看護が同じ組織・建物内にあります。

入院→ケアプラン作成→介護→在宅

という地域包括ケアのサイクルが１

か所で回っていることに大変驚き、

理想的な地域包括ケアのモデルだと

感じました。   医学科 第 3 学年 

医療機関が少ない地域だか

らこそ、そこに住む患者さ

んを第一に考え、地域に必

要な医療を届けようとする

医療従事者の思いを知るこ

とができ、とても心を動か

されました。人間看護学部 第 1 学年 

 

地域医療においても、住民同

士の支え合いが行っていける

ような地域づくりをしていく

ことがこれから大切になって

くるのだと感じた。医学科 第 2学年 

交流会を通し

て、将来、湖

北で働くとい

うことが、私

自身の進路の

1 つとして具

体的に思い描

けるようにな

りました。   
医学科 第 2 学年 

 

『一つ一つのケアを

「ただの作業」にする

のではなく、必ず意味

を持たせること』と看

護師の方が仰ってい

た言葉が印象的でし

た。 医学科 第 1 学年 

里親学生支援室だより NO.32 

里親学生支援のホームページ 

(https://www.shiga-med.ac.jp/~satooya/)をご覧ください！★研修の様子は里親HPにも詳しく掲載しています‼ 

医師としてのキャリアを

より具体的にイメージで

き、自分の将来像を考える

上で大変有意義な時間と

なりました。医学科 第 1学年 

長浜赤十字病院 
楠井病院長から病院の概要や地域の特性につい

てお話いただいた後、病院見学を行っていただ

きました。 

最後に医学科・看護学科に分かれて、医学科で

は、初期研修医のプログラムの内容について、

説明いただきました。 

 

２
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に
分
か
れ
て
研
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市立長浜病院 
髙折院長からご挨拶があり、市立長浜病院の

歴史や、病院の特徴でもある地域がん診療連

携拠点病院の役割についてお話いただきまし

た。続いて、医学生と看護学生に分かれ、医

学生については研修医室、スタッフステーシ

ョン、人工透析センター、オペ室など様々な

施設を見学させていただきました。 

長浜市立湖北病院 
滋賀県で一番北に位置する湖北病院を訪問

しました。東野副院長から病院の概要につ

いてお話いただいた後、３グループに分か

れて外来や病棟見学などを行っていただき

ました。 

交流会〔グランパレー京岩〕 
 

〔第１部〕講演会・意見交換会等           

 「長浜市の地域医療を考える 

～国民健康保険診療施設等に関する今後の方向性を中心に～ 」  

長浜市副市長 荻田 洋介 氏 

第１部では、荻田副市長から長浜市

のへき地医療の確保、持続可能な医

療体制の構築、地域包括ケアシステ

ムの推進などについて、それぞれの

地域にあった機能の必要性や、限ら

れた医療資源の組み合わせの必要に

ついてお話いただきました。 

第２部では、研修先でお世話になっ

た方々や里親、室員の先生方と情報

交換を行いました。 

第３部では、ホテルに戻り、参加学

生同士で交流を行いました。 

木之本地蔵院周辺散策 
木之本町にある木之本地蔵院を参拝しました。古

くから眼の仏として信仰を集められたお寺で、境

内のいたるところに「身代わり蛙」というカエル

のお守りが奉納されていました。 

長浜市立湖北病院 
納谷病院長に冒頭のご挨拶を頂戴し、早速、透析センターと救急の現場

を見学しました。透析センターでは、臨床工学技士の方から透析装置の

仕組みや運用方法についての説明を受け、救急の現場では、納谷病院長

が実際に患者さんと応対する姿を見学し、湖北地域の救急の現状につい

て学ぶことができました。 

浅井東診療所 
浅井東診療所では、学生たちは、事前に松井所長から提案された

「診療見学実習コース」と「地域交流対談コース」のそれぞれのプ

ランの中から選択し、研修を行っていただきました。 
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長浜城散策 

地域医療について考える

際に、「地域医療とは何か」

という答えを探すだけで

はなく、自分自身が何に関

心を持ち、何を大切にした

いのかを考えることが重

要なのだと感じました。  

看護学科 第 1 学年 


